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研究成果の概要（和文）：理学療法士・作業療法士が日頃の臨床活動でよく感じている「自らが

行っている運動療法に解剖学的に正確な裏付けがあるのだろうか」という疑問を解決する目的

で、骨格筋に対する詳細な解剖学的調査を行った。大胸筋と小胸筋の筋束を調べ、呼吸療法な

どへの応用を新提言することができた。また内転筋管を構成する広筋内転筋板、すなわち内側

広筋と大内転筋の表面に張る腱膜構造と、大内転筋・長内転筋の付着形態や内側広筋の筋束の

付着形態を中心に観察を行い、股関節内転筋群がしっかり働いていないと、膝を伸展できない

のではないか、という仮説を解剖学的事実から提唱することができた。大殿筋と外肛門括約筋

の間に腱膜性の殿筋膜が介在することにより、お互い収縮機能を補助し合う関係も存在すると

わかった。 
 
研究成果の概要（英文）： Cadaveric specimens were investigated their muscle bundles’ 

architecture in detail with special reference to its functional aspect. The pectoralis 

major and minor had twisted muscle architecture. These pectoral muscles’ architecture 

can be used for respiratory posture. The adductor magnus, longus, vastus medialis and 

intermuscular septum of adductor and vastus were investigated. These muscles’ 

architectures were suggested that a part of adductors was thought to be acting as the 

knee extensor through attachment of the intermuscular septum. In addition, the gluteal 

fascia connected the gluteus maximus and external sphincter of anus, suggesting that this 

fascia interact with gluteus maxumus and external sphincter. 
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運動療法に応用する研究は乏しく、唯一国内

における河上らの著書(1998)での報告が存

在するのみである。 

河上らのグループの研究は徒手療法におけ

る触察技術向上のために重要な所見を含ん

でいる。 

しかしながら、国内外含めて、ヒトの骨格筋

の肉眼解剖学的研究は、骨格筋の変異・破格

を紹介するものや、外科的手術に際しての留

意を述べているものが多数を占めている。 

骨格筋の機能を解剖学的に詳細に検討した

ものは見あたらなかった。 

 

よって、運動療法に応用するための骨格筋の

詳細な解剖学的調査と機能解剖学的・臨床運

動学的研究は急務であった。 

 

 

２．研究の目的 

 

理学療法士・作業療法士は日頃の臨床活動に

おいて行っている運動療法に解剖学的に正

確な裏付けがあるのだろうか、という疑問を

よく感じている。 

この問題を解決するためには、骨格筋に対す

る詳細な解剖学的調査が必要不可欠である。 

 

よって、骨格筋の詳細な解剖学的調査を行い、

現在臨床で行われている運動療法の解剖学

的基盤を確立したいと考えた。 

 

 

３．研究の方法 

 

神戸大学大学院・医学研究科・神経発生学分

野（寺島俊雄教授）の指導・支援・協力のも

と、神戸大学医学部解剖学実習用遺体を年間

10 体ずつ用い、肉眼解剖学的に骨格筋の筋

束・筋線維構成および付着形態を詳細に調査

する。 

対象とする骨格筋をまずは大胸筋と小胸筋

に絞り、まずその筋束・筋線維構成、および

起始・停止の付着形態肉眼解剖学的に詳細に

調査し、スケッチとデジタル画像にて記録す

る。 

さらに、支配神経を詳細に解析する。 

 

 

４．研究成果 

 

大胸筋と小胸筋の筋束を調べ、呼吸療法など

への応用を新提言することができた。 

また内転筋管を構成する広筋内転筋板、すな

わち内側広筋と大内転筋の表面に張る腱膜

構造と、大内転筋・長内転筋の付着形態や内

側広筋の筋束の付着形態を中心に観察を行

い、 

股関節内転筋群がしっかり働いていないと、

膝を伸展できないのではないか、 

という仮説を解剖学的事実から提唱するこ

とができた。 

大殿筋と外肛門括約筋の間に腱膜性の殿筋

膜が介在することにより、お互い収縮機能を

補助し合う関係も存在するとわかった。 
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